


２

※○は生徒・◇は引率者、日本名はホスト 敬称略
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　ロバーツビル中学校
○�������	
���／猪狩　雛
○�����������	
／渡引　愛結
○�������	
������／今橋　佳瞭
○�������	
��／長津　縁
○�������	
�����／新井　璃子
◇�������	
��／宇佐見　恵子
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国
際
親
善
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
・
テ
ネ
シ
ー
州
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
の

中
学
生　

人
と
引
率
の
先
生
２
人
が
、

１０

７
月
８
日
か
ら　

日
ま
で
の
８
日
間
、

１５

那
珂
市
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
の
中
学
生
は
、
那

珂
市
の
中
学
生
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
な
が
ら
、
異
な
る
文
化
で
の
生

活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
中
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
中
学
生
と
一
緒
に
市
内
の
中
学
校
で

授
業
を
受
け
た
り
、
書
道
・
茶
道
・
昔

遊
び
・ 
倭  
文  
織 
な
ど
、
日
本
の
伝
統
文

し 

づ 

お
り

化
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
初
の
頃
は
緊
張
気
味
だ
っ
た
オ
ー

ク
リ
ッ
ジ
の
皆
さ
ん
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
打
ち
解
け
る
に
つ
れ
て
日
本
で

の
生
活
に
も
慣
れ
、
最
終
日
に
は
抱
き

合
い
な
が
ら
別
れ
を
惜
し
む
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
那
珂
市
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
務
め
た　

人
の
中
学
生
は
、
８
月　

１０

１９

日
か
ら　

日
ま
で
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
を

２９

訪
れ
、
学
校
生
活
や
ア
メ
リ
カ
の
文
化

を
体
験
し
ま
す
。

　ジェファーソン中学校
○�����������	
��／南波　剣司
○��������	�／澤幡　香奈
○��������	��
／岩間　礼珠
○�������	�
�����／熊�　史幸
○�������	

��	／市村　千桜
◇����������	
������／大森　千苑子
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本
市
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
２
年
５
か
月
が
た
ち

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
災
害
に
備
え
て
各
種
団
体
と
の
協
定
や
、
資
機
材
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
回
、
あ
ら
た
め
て
市
民
の
皆
様
に
、
風
水
害
や
地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た

と
き
の
、
情
報
伝
達
・
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

■
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て

■
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て

■
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て

　

震
災
時
に
井
戸
水
の
提
供
に
つ
い
て
ご

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
家
な
ど
を
、「
災

害
時
協
力
井
戸
の
家
」
と
し
て
市
内
に　
５６

か
所
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
災

害
時
に
は
目
印
と
し
て
次
の
よ
う
な
看
板

が
掲
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
非
常
時
の
飲
料
水
確
保
の
た

め
、
市
内
の
配
水
場
に
取
水
口
を
設
け
、

中
央
公
民
館
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

に
は
生
活
用
水
確
保
の
た
め
、
防
災
井
戸

を
設
置
し
ま
し
た
。

協力井戸に看板を設置

■
飲
料
水
の
確
保
の
た
め
に

　

拠
点
避
難
所
５
か
所
に
、
災
害
に
備
え

防
災
資
機
材
な
ど
を
保
管
す
る
、
防
災
倉

庫
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
防
災
倉
庫
の
整
備

拠点避難所に防災倉庫を設置

　

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
戸
別
受
信
機
と

市
内
全
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
屋
外
子
局

で
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【
戸
別
受
信
機
】

　

各
家
庭
に
貸
与
し
て
い
る
戸
別
受
信
機

は
、
常
に
電
源
を
入
れ
て
お
き
、
放
送
が

聞
け
る
状
態
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

停
電
時
に
は
自
動
的
に
内
蔵
の
乾
電
池

に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

■
防
災
行
政
無
線
の
活
用

防
災
課
防
災
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
４
２
・
４
４
３
）

問
い
合
わ
せ

　

本
体
の
電
池
切
れ
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て

い
る
と
き
は
電
池
が
消
耗
し
て
い
る
サ
イ

ン
で
す
。
新
し
い
電
池
に
交
換
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
年
１
回
は
交
換
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

動
作
確
認
の
た
め
、
毎
週
日
曜
日
夕
方

５
時
に
時
報
（
七
つ
の
子
）
を
放
送
し
て

い
ま
す
。

【
屋
外
子
局
】

　

市
内
全
域
に
計
１
０
９
基
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

動
作
確
認
の
た
め
、
午
前
８
時
（
瓜
連

地
区
は
午
前
６
時
）、
正
午
、
午
後
５
時
に

時
報
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
平
成　

年
２３

　

月
か
ら
開
始
し
た
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」

１１な
ら
び
に
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
お
よ
び
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
が
平
成　

年
５
月
か
ら
開
始
し
た
「
緊

２４

急
速
報
メ
ー
ル
」
を
活
用
し
、
那
珂
市
域

に
お
け
る
災
害
・
避
難
情
報
を
携
帯
電
話

の
メ
ー
ル
に
よ
り
配
信
し
ま
す
。

■
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
よ
る

市
の
緊
急
情
報
の
配
信 屋外子局（上）

戸別受信機（下）
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■災害時応援協定を締結
　市では、災害時の応援体制を強化するため、現在９９の
自治体・２５の民間事業者や各種団体と災害時応援協定な
どを締結し、物資や人員などの確保に努めてまいりまし
た。今後も災害時に対応できるよう、必要に応じ様々な
民間事業所、各種団体、自治体との間で、応援協定の締
結を進めていきます。

「災害時応援協定」とは

　大きな災害が発生した時に、どのような活動で
協力するのか、内容をあらかじめ決めておくもの
で、自治体と民間事業所や各種団体との間、もし
くは自治体間で締結されます。
　協定の内容は様々で、物資の提供や、人的応援、
緊急輸送業務など多岐に渡っています。
　この協定を結ぶことにより、災害が発生した際
の対応をよりスムーズに進めることができるとい
うメリットがあります。

桶川市との協定調印式

■自治体間
協定内容協　定　名自治体名締結日

災害時応援協定災害時における
相互応援に関する協定秋田県横手市H１６．１０．２２

災害支援協定災害時における
相互支援に関する協定

環境自治体会議災害応援協定
参加自治体（３０自治体）H２４．６．６

災害時相互応援協定災害時における
相互応援に関する協定埼玉県桶川市H２４．７．１７

災害時相互応援協定災害時における
相互応援に関する協定

神奈川県海老名市
茨城県桜川市H２５．４．５

災害時相互応援協定災害時における
相互応援に関する協定

廃棄物と環境を考える協議会
加盟団体（６５自治体）H２５．７．１２

■民間事業所・各種団体
協定内容協　定　名団　体　名締結日

必要な物資の調達災害救助に必要な物資の調達に関する協定いばらきコープ生活協同組合Ｈ１３．１２．１３

防災活動協力災害時における防災活動協力に関する協定イオン那珂町店Ｈ１８．５．２１

応急復旧工事災害時の応急復旧に関する協定那珂市環境緑化協同組合Ｈ１９．８．１

応急復旧工事災害時の応急復旧に関する協定那珂市建設業協同組合Ｈ１９．８．１

情報収集アマチュア無線による災害時応援協定那珂市ボランティアＨＡＭクラブＨ１９．１０．３

飲料水等の供給災害時における飲料水等の供給協力に関する協定�パブリックベンディングサービスＨ２１．６．１

応急復旧工事災害時応急復旧工事に関する協定那珂市指定管工事組合Ｈ２１．８．５

資機材供給災害時における資機材供給の協力に関する協定芙蓉レンタル�Ｈ２４．２．６

燃料の優先供給災害時における燃料の優先供給に関する協定茨城県石油業協同組合
適格組合那珂支部Ｈ２４．２．９

救援物資提供災害時における救援物資提供に関する協定利根コカ・コーラボトリング�Ｈ２４．２．９

物資提供災害時における物資供給に関する協定コメリ災害対策センターＨ２４．３．２８

放送要請災害時における放送要請に関する協定水戸コミュニティ放送�Ｈ２４．４．１９

帰宅困難者地震等大規模災害に関する覚書ＪＲ東日本水戸支社Ｈ２４．５．２８

避難誘導、物資輸送災害時における協力に関する協定（公社）隊友会茨城県隊友会那珂
支部Ｈ２４．９．２４

物資提供および輸送災害時における生活必需物資供給協力等に関する協定パルシステム茨城Ｈ２４．９．２６

緊急点検、調査下水道災害支援協定那珂市下水道災害協力会Ｈ２４．１１．２８

災害時要援護者災害発生時における福祉避難所の設置運営に関す
る協定

社会福祉法人ナザレ園
社会福祉法人豊潤会
社会福祉法人新世会
社会福祉法人青燈会
医療法人青燈会
社会福祉法人実誠会

Ｈ２４．１２．２７

給水タンクの優先提供応急給水活動における給水タンクの優先提供に関
する協定森松工業�Ｈ２５．２．１５

歯科医療救護災害時の歯科医療救護についての協定那珂市歯科医師会Ｈ２５．５．２

施設利用災害時における施設利用の協力に関する協定磐城実業�（なか健康センター）Ｈ２５．７．１９
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所　在　地名　　称番号

本米崎２７０６－１本米崎小学校１

本米崎１５１３本米崎公民館２

横堀１５０２－１横堀小学校３

横堀１７２２－１横堀公民館４

横堀１５２６－１ふれあいセンターよこぼり５

向山１２８２－１笠松運動公園６

額田南郷２３８６－４第二中学校７

額田北郷３１１額田小学校８

額田北郷６１２額田公民館９

菅谷２３７８－１菅谷小学校１０

菅谷４５４２－１菅谷西小学校１１

菅谷８９１－２菅谷東小学校１２

後台２５４７第一中学校１３

菅谷２４７６第四中学校１４

菅谷３１９８総合保健福祉センター「ひだまり」１５

福田１８１９中央公民館１６

東木倉９６０－１五台小学校１７

東木倉９８３水戸農業高等学校１８

後台１７１０－１那珂高等学校１９

東木倉９６０－２茨城女子短期大学２０

後台１４８５－１茨城学園２１

後台１４９１－４３ふれあいセンターごだい２２

戸２２９７戸多小学校２３

戸４６９２茨城県林業技術センター２４

戸４５８９茨城県植物園２５

戸崎４２８－２那珂総合公園２６

戸３６２８－１宿農村集落センター２７

飯田３６４５第三中学校２８

飯田３９９２芳野小学校２９

飯田３０７－１ふれあいセンターよしの３０

門部２７６５木崎小学校３１

門部２７１５－２門部第５区農村集落センター３２

静５６４－１静公民館３３

下大賀１５２６－１下大賀コミュニティセンター３４

瓜連１２９６瓜連小学校３５

古徳３７１総合センターらぽーる３６

古徳１９１－４古徳公民館３７

平野１８００－３３３平野コミュニティセンター３８

古徳３１０瓜連体育館３９

瓜連１０１５瓜連中学校４０

中里５８３－５中里公民館４１

◆那珂市避難所一覧◆
　避難所は地域に４１箇所あります。このうち、災害時に防災行政無線などで開設する避難所をお知らせします。
お近くの避難所や拠点となる避難所と自宅からの避難経路を確認しておきましょう。
※災害の形態により開設する避難所は変わります

※　　　　　拠点避難所

地震から身を守る心構え

　大規模な地震はいつ起こるか分かりません。地震から身を
守るための心の備え１０か条をもう一度確認しておきましょう。
①身の安全を確保する

　地震が起こったら、まず身の安全を確保しましょう。
②火の始末をする

　揺れがおさまったら、すぐに調理器具や暖房器具など火の
始末をしましょう。
③出口を確保する

　建物が歪んで出口が開かなくなることがあるので、ドアを
開けて出口を確保しましょう。
④火が出たら消火する

　火事を見つけたら、大声で叫んで隣近所に知らせましょう。
協力して、まずは初期消火を行いましょう。
⑤あわてて外に飛び出さない

　外に出るときは、瓦やガラスなどの落下物に注意して、落
ち着いて行動しましょう。
⑥狭い路地や塀際、崖や川べりには近づかない

　狭い路地や塀際は、瓦が落ちてきたり塀が倒れてくる危険
があります。また、崖や川べりは地盤が緩んで崩れやすく
なっている場合があります。近づかないようにしましょう。
⑦山崩れや津波に注意する

　山間部や海の近くで地震に遭遇した時は、早めに避難の準
備をしましょう。
⑧最小限の荷物を持って、徒歩で避難する

　荷物は必要最小限にして、車は使わず徒歩で避難場所や避
難所に避難しましょう。
⑨協力して応急救護を行う

　お年寄り、体の不自由な人や、けが人などに声をかけて、
助け合いましょう。
⑩正しい情報を入手する

　噂やデマに惑わされず、ラジオなど信頼できる情報をもと
に落ち着いて行動しましょう。
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　避難所は地域に４１箇所あり
ます。お近くの避難所と自宅
からの避難経路を確認してお
きましょう。
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　地震や台風などの災害による被害を最小限に食い止めるためには、日ごろの備えが
大切です。年に一度は家庭で防災会議を開き、家族みんなで防災対策について話し合い
ましょう。
■話し合いの内容（例）

　○家族の役割分担を決める　○最寄りの避難所と避難ルートを確認する
　○家族が離ればなれになったときの連絡方法を決める　○非常持出品をチェックする
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　食料は特別なものを準備し
なくても、パンなど普段から
購入している食料でかまいま
せん。常に３日分以上の備蓄
を心がけましょう。

◎買い置きしたい食品の例

主　食

無洗米　パックごはん
もち　パン　うどん
カップ麺　など

副　菜

レトルトスープ　即席汁
物　たまねぎ　かぼちゃ
人参　のり　乾燥食品　
など

主　菜

ツナ缶　サバ缶　大和煮
レトルトカレー　など

飲　物

水　お茶　スキムミルク
野菜ジュース　など
※１日１人あたり３�が目安

その他

キャラメル
はちみつ　チョコレート
ビスケット　梅干　など
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　家族構成を考えて必要なも
のを用意し、いざという時に
すぐに取り出せる場所に保管
しましょう。

◎避難時に持ち出すもので、必要な物の一例

飲料水、乾パン、缶詰、クラッカー、レトルト食品など非常食・水
現金（小銭）、預金通帳、印鑑、その他の重要書類貴重品
衣類、タオル、毛布、寝袋、下着類、上着など衣類等
ヘルメット、防災頭巾、救急セット、常備薬、靴など安全対策
手袋（軍手）、ティッシュペーパー、ろうそく、マッチ、ライター、
ロープ、懐中電灯、携帯ラジオ、生理用品、歯ブラシなど日用品

ウェットティッシュ、マスク、ビニール袋、携帯用浄水器、食品用
ラップ、ナイフ、缶切り、雨具など

あると便利
なもの

笛、携帯用カイロ、健康保険証（コピー）その他

�
避難

自宅 避難所

安全を確保しましょう

家の倒壊などにより自宅で
生活ができなくなった人た
ちが一時的に生活できる機
能を持っています

����

調味料

砂糖　塩　味噌　油
しょう油　ケチャプ
マヨネーズ　など
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小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
勉
強
や
友

達
な
ど
学
校
生
活
の
こ
と
や
家
庭
生
活

に
つ
い
て
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
子
育
て
や
し

つ
け
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　

那
珂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
も
つ
子
ど
も
た
ち

の
相
談
や
教
育
に
関
す
る
保
護
者
な
ど

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
「
だ
れ
か
に
相
談
に
の
っ
て
も
ら
い

た
い
な
…
」
と
思
っ
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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那珂市教育支援センター
那珂市菅谷4404－７　那珂市商工会館２階

案内図

案　内

　

教
育
や
し
つ
け
に
つ
い
て
の
経
験
豊
か
な
ス
タ
ッ
フ

が
、
電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
さ
れ
る
か
た
の
立
場
に
立
っ
て
、
よ
く
お
話

を
お
聞
き
し
、
支
援
や
助
言
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
内

容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。
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（
那
珂
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
）

�
２
９
５・

５
９
２
１

�
２
９
５・

５
９
１
３

教
育
相
談

〇
保
護
者
の
か
た
と
の
相
談
の
ほ
か
に
、
お
子

さ
ん
の
個
別
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
幼
児
〜
中
学
生
、
そ
の
他
）

〇
学
校
に
行
き
づ
ら
い
小
・
中
学
生
が
、
当
セ

ン
タ
ー
内
の
「
ひ
ま
わ
り
教
室
」
で
過
ご
す

こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
ひ
ま
わ
り
教
室
開
設
日
】

　

火
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

ま
ず
は
お
電
話
か
ら
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　那珂市民が年間に出した家庭ごみの排出量は、過去５年間減少傾向にありますが、ま
だまだごみの排出量は高いレベルにあります。どのようにすればごみを減らせるか、そ
れぞれの家庭の知恵がいま必要とされています。
　今回は、「生ごみ」について考えてみましょう。家庭から出される可燃ごみの約１０％は
「生ごみ」です。生ごみの約８０％は水分で、ごみの水切りをすることで約１０％減らすこと
ができます。さらにコンポスト化（ 堆肥 化

た い ひ

   ）によって、生ごみの減量化が図れます。
か

環境課環境グループ
�２９８－１１１１
（内線４４７～４４９）

問い合わせ

＜なぜ、ごみを減らす必要があるの？＞

　焼却施設（環境センター）での焼却効率やごみ収集車の運搬効率が向上します。ごみの量を減らすことで、この
費用を削減でき、また焼却施設の耐用年数を伸ばすことができます。さらには、ごみを燃やすことで発生する、地
球温暖化の原因となる、二酸化炭素（��２）の排出量を減らすことができます。

　わたしたちは、①地球上の資源は有限であること、②最終処分には限界があること（焼却処分は二酸化炭素（��２）
の排出量を増やすこと、埋め立て処分のための土地がなくなりつつあること）、を考慮し、従来の「大量生産・大量
消費・大量廃棄型社会」に代わり、ごみの量をできるだけ少なくした循環型社会をめざす必要があります。循環型
社会とは、資源�製品�使用�廃棄�再使用・再生（�資源…）というサイクルが確立された社会です。
　このような社会は、【３�】（①リデュース…ごみの発生を抑制する、②リユース…ごみを再利用する、③リサイク
ル…再び資源として再利用する）が徹底されることにより実現されます。特に「ごみを出さないこと」が重要なの
です。
　最近は、ごみとなるものを買わない・少しぐらい傷んだものは修理して使用するということも重要と言われてい
ます。

“循環型社会をめざして”

＜生ごみ処理機器の種類＞

【乾燥型電動処理機器】

生ごみをかくはんしながら熱風
を送り乾燥させて減量します。

【バイオ型電動処理機】

微生物が活躍しやすいようにか
くはんや加熱を行い、微生物の
力で生ごみを発酵・分解します。

【コンポスト】

生ごみとともに、乾いた土、落ち葉などを入
れ、土の中の微生物の力で生ごみを分解しま
す。かき混ぜるといった管理（メンテナンス）
を３～６か月することで堆肥化が可能です。

補助金→購入金額の１／２（上限２０，０００円）補助金→購入金額の１／２（上限３，０００円）

＜生ごみ処理機器使用のメリット＞

　①ごみ出しの袋が軽くなり、回数も減る
　②台所が清潔・衛生的になり、臭いも減らせる
　③ごみ集積所を動物に荒らされにくくなる
　④家庭菜園などに使う肥料を作れる

＜生ごみ処理機器購入補助金を受けた世帯に対し、アンケートを実施しました＞

　これから生ごみ処理機器を利用されるかたへの参考としていただくために、電動生ごみ処理機器・コンポスト容
器を購入し、過去２年間に市の補助金を受けた世帯を対象にアンケート調査を実施しました。（回収率８２．９％）
【アンケート結果】

　・生ごみ処理機器購入の目的は「堆肥を作るため」「ごみ減量化に取り組むため」という意見が多数でした。
　・使用してから可燃ごみの排出量が減ったというかたが７０％以上でした。
　・できた生成物は「肥料として利用している」「土に還している」というかたが９０％以上でした。
　　→アンケート結果から、生ごみ処理機器はごみの減量化につながっているといえます。



１０

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
「　

歳
に

１８

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月　

日
（　

３１

１８

歳
に
な
っ
て
か
ら
の
年
度
末
）
ま
で
の
児

童
」
を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

父
・
母
ま
た
は
両
親
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
か
た
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
児
童
の
心
身
に
お
お
む
ね

中
度
以
上
（
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級
と

同
じ
程
度
の
障
が
い
）
が
あ
る
場
合
は
、

　

歳
未
満
ま
で
と
な
り
ま
す
。

２０①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
が
い
の
状
態

に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑧
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑨
母
が
懐
胎
し
た
当
時
の
事
情
が
不
明
で

あ
る
児
童
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県
民
一
人
ひ
と
り
に
広
く
交
通
安
全
思

想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
の

な
い
安
全
で
快
適
な
交
通
社
会
を
実
現
す

る
た
め
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
９
月　
２１

日
か
ら　

日
ま
で
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

３０

動
を
実
施
し
ま
す
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

○
第
９
次
交
通
安
全
計
画
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
ぼ
く
し
な
い　

ど
う
ろ
の
と
び
だ
し�

ふ
ざ
け
っ
こ
』

○
対
象
者
別
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
安
全
は　

ゆ
と
り
の
心
と　

マ
ナ
ー

か
ら
』（
運
転
者
向
け
）

『
日
暮
れ
時　

キ
ラ
リ
と
光
る　

反
射

材
』（
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
向
け
）

○
年
間
重
点
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
お
年
寄
り　

孫
の
お
手
本　

い
い
横

断
』
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こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　
�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
（
内
線
２
５
２
）

問
い
合
わ
せ

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童
が
養
育
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立

の
促
進
に
寄
与
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

　

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
申
請
し
な
い
場

合
や
、
婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
い
な
く
て

も
事
実
婚
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
公
的
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
な
ど
は

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
給
資
格
者
、
同
居
の

扶
養
義
務
者
の
前
年
所
得
が
一
定
以
上
あ

る
場
合
は
、
そ
の
年
度
（
8
月
か
ら
翌
年

の
7
月
ま
で
）
手
当
の
一
部
、
ま
た
は
全

部
の
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

�
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引
き
続
き
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
条

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
に
、
８
月
に
現
況
届
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

受
給
資
格
が
あ
る
か
た
に
は
現
況
届
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
は
、
８
月
分
以
降
の

手
当
を
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
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【
運
動
の
基
本
】

　

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の

向
上

【
運
動
の
重
点
】

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

③
夜
間（
特
に
薄
暮
時
）の
交
通
事
故
防
止

④
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑥
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

運
動
期
間
中
は
、
市
内
主
要
交
差
点

で
、
関
係
団
体
に
よ
る
立
哨
指
導
活
動
を

行
う
ほ
か
、
市
内
の
高
校
生
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
、
那
珂
警
察
署
前
と
総
合
セ
ン

タ
ー
ら
ぽ
ー
る
前
交
差
点
に
お
い
て
、
安

全
運
転
啓
発
グ
ッ
ズ
な
ど
を
配
布
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
主
唱
】

　

茨
城
県
交
通
対
策
協
議
会

【
協
力
団
体
】

　

那
珂
警
察
署
、
那
珂
市
交
通
安
全
推
進

協
議
会
、
那
珂
地
区
交
通
安
全
協
会
、
那

珂
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
、
那
珂

地
区
交
通
安
全
母
の
会

防
災
課
防
災
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
４
４
）

問
い
合
わ
せ

◆交通安全啓発キャンペーン



広報なか８月号１１

　

お
年
寄
り
の
患
者
様
は
、「
先
生
！
私

も
歳
を
と
っ
た
よ
。
目
に
き
て
、
歯
に

き
て
・
・
・
」

　

歯
が
悪
く
な
る
こ
と
が
、「
老
い
」

と
し
て
の
自
覚
症
状
の
ひ
と
つ
と
し
て

認
識
し
て
い
る
か
た
が
多
い
よ
う
で

す
。
若
い
こ
ろ
か
ら
適
切
な
ケ
ア
を
心

が
け
れ
ば
、
歳
を
と
っ
て
も
歯
が
悪
く

な
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
老
化
が

様
々
な
病
気
の
リ
ス
ク
因
子
に
な
る
こ

と
は
、
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
の

よ
う
な
病
気
が
歯
の
健
康
を
損
な
う
原

因
に
も
な
り
、
健
康
な
歯
を
失
う
こ
と

が
、
心
身
の
老
化
の
引
き
金
に
な
る
こ

と
も
事
実
で
す
。

　

高
齢
に
な
っ
て
口
の
中
の
具
合
が
悪

く
な
る
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
唾
液
の
問

題
で
す
。
老
化
に
よ
り
唾
液
が
少
な
く

な
る
と
い
う
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
日
常
の
臨
床
で
は
唾
液
の
出
に
く

い
お
年
寄
り
は
、
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま

す
。
唾
液
は
消
化
を
助
け
、
殺
菌
に
役

立
つ
ば
か
り
か
、
口
の
中
を
き
れ
い
に

保
つ
魔
法
の
液
体
で
、
酵
素
や
免
疫
因

子
を
含
ん
で
い
ま
す
。
唾
液
が
少
な
い

と
、
も
の
を
噛
み
、
す
り
つ
ぶ
し
、
呑

み
こ
む
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
の
ど
や
粘
膜
の
病
気
に
も
な
り

や
す
く
、
口
の
中
を
き
れ
い
に
で
き
る

だ
け
の
唾
液
量
が
出
な
け
れ
ば
、
当
然

虫
歯
に
も
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

唾
液
腺
の
病
気
や
放
射
線
療
法
で
、

唾
液
が
出
に
く
く
な
っ
て
い
る
高
齢
者

も
い
ま
す
が
、
多
く
の
高
齢
者
の
問
題

は
、
薬
の
副
作
用
が
多
い
よ
う
で
す
。

高
血
圧
の
薬
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
薬
、
喘

息
の
薬
、
鎮
痛
剤
や
炎
症
抑
制
の
薬
、

精
神
・
神
経
の
薬
な
ど
、
様
々
な
薬
に

唾
液
分
泌
を
抑
制
す
る
副
作
用
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
高
齢
に
な
る
と
、
ど
う

し
て
も
「
お
茶
の
時
間
」
で
あ
る
間
食

が
増
え
ま
す
。
唾
液
が
出
に
く
く
、
間

食
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ら
に

虫
歯
に
な
る
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
高
齢
者
は
歯
茎
が
下

が
っ
て
歯
の
根
が
露
出
し
て
い
る
割
合

が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
部
分
は
固
い

歯
の
表
面
よ
り
も
、
柔
ら
か
く
、
虫
歯

に
な
り
や
す
い
部
位
で
す
。
高
齢
者
の

健
康
の
た
め
に
は
、
定
期
的
に
歯
科
医

院
を
受
診
し
て
、
唾
液
量
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

���� ������

那珂市歯科医師会
瓜連中央歯科クリニック
寺門正徳　先生

老化と歯の病気
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全
国
各
地
で
消
火
器
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
不
正
取
引
情
報
が
多
数
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
消
火
器
の
実
例

『
一
般
住
宅
に
消
火
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
た
か
ら
販
売
に
来
た
』

『
消
火
器
を
取
り
替
え
る
時
期
で
は
な
い

で
す
か
？
』

『
お
宅
の
消
火
器
が
点
検
の
時
期
だ
』

な
ど
と
持
ち
か
け
て
く
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
た
。

※
一
般
家
庭
に
消
火
器
の
設
置
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
！

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
実
例

『
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
た
』
と
家
に
上
が
り
こ
み
、
国
の

示
す
機
器
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
複
数
取
り
付
け
て
高

額
を
請
求
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

○
は
っ
き
り
と
断
り
、
契
約
書
な
ど
の
書

面
に
署
名
、
捺
印
は
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
消
防
本
部

へ
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

※
消
防
本
部
・
消
防
署
で
は
住
宅
用
火
災

警
報
器
・
消
火
器
な
ど
の
斡
旋
は
一
切

行
っ
て
い
ま
せ
ん

�������� ��������

消防本部予防課　�２９５－２１１４

問い合わせ

��������	
��

夏真っ盛り！花火の季節になりました。
花火による事故をなくすために、花火は
正しく遊びましょう。

☆花火による火災を防ぐポイント☆

○花火に書いてある注意事項をよく読
み、必ず守ること。
○花火を人や家に向けたり、燃えやすい
物のあるところで使用しないこと。
○必ず水の入ったバケツを用意して、遊
び終わった花火は完全に消火するこ
と。
○必ず大人と一緒に遊ぶこと。
○吹出し、打上げ花火などの筒もの花火
は絶対に筒をのぞき込まない。
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5

　今回は、『すまいる』で実施する研修会のご案内です。

　『すまいる』が実施する教室や相談に来ている保護者との会話の中
で、「子どもはかわいいです。でも、つい怒ってしまう。夜になっ
て、わが子の寝顔を見ると、なぜ怒ってしまったんだろうと思う」
と話すお母さんたちに多く出会います。
　そこで、「怒らなくてもいいのに怒ってしまう」、「子どもとどのよ
うに向き合ったらいいのか？」などの悩みについて一緒に話し合っ
てみませんか。

◆相談時間　午前８時３０分～午後５時
◆休　　館　土・日曜日、祝日、年末年始

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問

や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
い
ろ
い
ろ

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

���������	
��

発達について心配のある幼稚園入園前の
お子さんとその保護者に、親子で参加す
る遊びの集団教室です。

������
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小学校に就学前までのお子さんとその保
護者に、指導員と親子の１対１で行う遊
びの教室です。必要に応じて小集団の遊
びも行います。
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市
内
の
投
票
所
は
全
部
で　

投
票
所
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
所
に
は
、
投

２６

票
事
務
全
般
を
管
理
執
行
し
、
選
挙
人
に
正
し
い
投
票
を
案
内
す
る
こ
と
や
公
正
的
確

に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
、
投
票
の
秘
密
が
守
ら
れ
て
い
る
か
、
投
票
所
内
の
秩
序
が
保

た
れ
て
い
る
か
な
ど
を
注
意
す
る
責
任
者
と
し
て
「
投
票
管
理
者
」
が
１
人
、
こ
れ
ら

の
投
票
事
務
の
公
平
を
確
保
す
る
た
め
の
公
益
代
表
と
し
て
投
票
事
務
全
般
に
立
ち
会

う
「
投
票
立
会
人
」
の
２
人
を
、
地
元
自
治
会
な
ど
に
依
頼
し
て
、
市
の
選
挙
管
理
委

員
会
が
選
任
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
直
接
投
票
事
務
に
従
事
す
る
者
と
し
て
、
受
付
、
選
挙
人
名
簿
対
照
、
投
票

用
紙
交
付
な
ど
、
そ
の
投
票
区
に
お
け
る
選
挙
人
の
数
や
選
挙
の
種
類
な
ど
に
よ
っ

て
、
数
名
の
市
の
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
投
票
所
の
事
務
に
は
多
く
の
人
員
が
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

公
正
的
確
な
投
票
事
務
を
確
保
す
る
た
め
に
、
必
要
最
小
限
の
人
数
で
管
理
執
行
し
て

い
ま
す
。

�
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時　間開催日内　容回

午前１０時～
１１時３０分

９月２０日（金）こどもの行動を振り返ろう第１回

１１月１日（金）ほめ上手になろう第２回

１１月１５日（金）ほめ上手を続けるために第３回

○対　象　市内にお住まいの小学校低学年までのお子さんがいる保護者
○講　師　神山努先生（国立特別支援教育総合研究所）
○場　所　こども発達相談センター「すまいる」
○定　員　１０人程度
○費　用　無料
○その他　当日の保育を行います。（希望者のみ・要予約）
○申込期間　８月２６日（月）～９月１０日（火）
　　　　　　※定員になり次第締切
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　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染等の基準を下回っています。

○その他の高さの測定値は市ホームページでご覧ください。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７６
こども課  内線２５２
健康推進課 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
水道課  内線８３６５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

　６月１５日から７月１４日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性物
質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　各浄水場および芳野配水場の測定は週１回行っています。詳細は、市ホームページに掲載しています。

��������	
�����

○小中学校、幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

７月３日０．０８０本米崎小学校

学校教育課

７月２日０．０７８横堀小学校

７月２日０．０７４額田小学校

７月１日０．０７４菅谷小学校

７月１日０．０７８菅谷東小学校

７月２日０．０９１菅谷西小学校

７月２日０．０８３五台小学校

７月２日０．０９０戸多小学校

７月１日０．０８２芳野小学校

７月２日０．０７１木崎小学校

７月２日０．０９３瓜連小学校

７月４日０．０７８横堀幼稚園

７月３日０．０７２額田幼稚園

７月１日０．０７３菅谷幼稚園

７月２日０．１００菅谷西幼稚園

７月２日０．０９０五台幼稚園

７月１日０．０６６芳野幼稚園

７月１日０．０５８那珂第一中学校

７月１日０．０８５那珂第二中学校

７月２日０．０７７那珂第三中学校

７月２日０．０４９那珂第四中学校

７月１日０．０７３瓜連中学校

７月１日０．０８０茨城学園

７月３日０．０５７ナザレ幼稚園

７月１１日０．１０４さいせい幼稚園

７月２日０．０８３大成学園幼稚園

○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

７月２日０．０８７保健センター（ひだまり）健康推進課

７月５日０．０９２中央公民館

生涯学習課

７月４日０．０８６図書館

７月３日０．０９２那珂総合公園

７月５日０．０９９歴史民俗資料館

７月３日０．１００ふれあいの杜公園

７月１０日０．０８２ふれあいセンターよこぼり

市民協働課
７月１０日０．０９７ふれあいセンターごだい

７月１０日０．０８４ふれあいセンターよしの

７月１０日０．０９３総合センターらぽーる

７月１０日０．１０４那珂聖苑那珂聖苑

７月３日０．１０１中谷原公園
都市計画課

７月３日０．０８７宮の池公園

７月１０日０．０８４一の関ため池親水公園
商工観光課

７月１０日０．０９５静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

７月１１日０．０７３菅谷保育所

こども課

７月１０日０．０６６額田保育所

７月４日０．０９２ゆたか保育園

７月２日０．０８０かしま台保育園

７月１日０．０８４ごだい保育園

７月３日０．０８９瓜連保育園

７月１０日０．０８４子育て支援センター
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那
珂
�
�
の
�
人
が
茨
城
県
選
抜
と
し
て
プ
レ
�

水
難
事
故
に
備
え
て

　

６
月　

日
、
下
江
戸
地
内
の
千

２６

代
橋
付
近
の
那
珂
川
流
域
に
お
い

て
、
那
珂
市
消
防
本
部
に
よ
る
水

難
救
助
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
川
で
溺
れ
た
要
救
助

者
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
の
も

と
、
潜
水
を
行
っ
た
り
、
救
助
艇

を
使
っ
て
の
捜
索
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
隊
員
は
、
実
際
の
救

助
さ
な
が
ら
の
表
情
で
訓
練
に
取

り
組
み
、
緊
張
感
が
漂
う
訓
練
と

な
り
ま
し
た
。

　

６
月　

日
、
飯
田
自
治
会
の
皆

１６

さ
ん
が
、
自
治
会
活
動
の
一
環
と

し
て
、
大
洞
た
め
池
周
辺
の
草
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。
約　

人
が
参

８０

加
し
、
約
３
時
間
か
け
て
生
い

茂
っ
て
い
た
雑
草
を
き
れ
い
に
刈

り
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
茨
城
ケ

イ
テ
ク
ノ
の
協
力
の
も
と
、
テ
ン

グ
ス
病
が
入
っ
た
サ
ク
ラ
の
木
の

枝
の
剪
定
作
業
も
行
い
ま
し
た
。

　

飯
田
自
治
会
で
は
、
今
後
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
、
た

め
池
の
環
境
美
化
を
図
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

大
洞
た
め
池
の
環
境
を
守
る

料
理
を
通
じ
て
国
際
交
流

　

６
月　

日
、
国
際
交
流
料
理
の

２６

つ
ど
い
が
、
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
つ
ど
い
は
、

料
理
を
通
じ
て
国
際
交
流
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
中
国
出
身

の�
岡
麗
さ
ん
と
鈴
木
恵
子
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
餃
子
・
花
巻
・

胡
麻
団
子
・
ワ
ン
タ
ン
の
４
品
の

中
華
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
積
極
的

に
質
問
を
し
な
が
ら
調
理
を
し
、

最
後
に
は
完
成
し
た
料
理
を
全
員

で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

那
珂
Ｆ
Ｃ
に
所
属
す
る
２
人

が
、
７
月　

日
〜　

日
に
開
催
さ

２６

２８

れ
た
２
つ
の
大
会
に
、
茨
城
県
選

抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。

　

埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
た
「
埼
玉

国
際
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会
」

に
菊
池
伶
桜
さ
ん（
菅
谷
小
６
年
・

写
真
右
）
が
、
栃
木
県
で
開
催
さ

れ
た
「
Ｍ
Ｔ
Ｍ
交
流
戦　

栃
木
」

in

に
大
槻
海
偉
さ
ん（
五
台
小
６
年
・

写
真
左
）
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
、

海
外
チ
ー
ム
や
他
県
の
選
抜
チ
ー

ム
を
相
手
に
奮
闘
し
ま
し
た
。
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こ
れ
ま
で
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」
内
に
あ
っ
た

那
珂
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所

が
、
７
月
１
日
か
ら
瓜
連
支
所
隣

り
の
分
庁
舎
１
階
に
移
転
し
ま
し

た
。
今
ま
で
の
事
務
所
は
、
那
珂

市
社
会
福
祉
協
議
会
菅
谷
分
室
と

な
り
、
相
談
業
務
を
中
心
に
一
部

の
業
務
を
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
新
事
務
所
】

�
２
２
９・

０
３
０
９

【
菅
谷
分
室
】

�
２
９
８・

８
８
８
１

那
珂
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
が
移
転

�
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
�
街
頭
啓
発

　

７
月
１
日
、
イ
オ
ン
那
珂
町
店
ほ
か

２
か
所
で
、
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女

性
会
、
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
、

連
合
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
お
よ

び
海
野
市
長
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
地
域

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
街
頭
啓

発
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
法
務
大
臣
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
保
護
司

会
の
代
表
か
ら
海
野
市
長

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
、「
消
防
団
協
力
事
業

所
表
示
証
」
を
ひ
た
ち
な
か
農
業

協
同
組
合
那
珂
支
店
、
瓜
連
支

店
、
東
部
支
店
の
３
事
業
所
に
交

付
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
を
雇
用
す
る
事
業
所

の
消
防
団
活
動
へ
の
一
層
の
理
解

と
協
力
を
得
る
た
め
、
平
成　

年
２３

度
に
こ
の
制
度
を
作
り
、
従
業
員

が
消
防
団
員
と
し
て
入
団
し
て
い

る
事
業
所
や
勤
務
時
間
中
の
消
防

団
活
動
に
便
宜
を
図
っ
て
い
る
事

業
所
な
ど
を
「
消
防
団
協
力
事
業

所
」
と
認
定
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
協
力
事
業
所
を
認
定

生
き
生
き
�
さ
わ
や
か
�
汗
を
か
こ
う

　

７
月
７
日
、
茨
城
県
女
子
体
育

連
盟
主
催
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
実
技

研
修
会
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は　

人
が
参
加
し
、

５０

笑
顔
で
楽
し
く
無
理
を
し
な
い
で

と
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

指
の
運
動
「
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン

グ
ゲ
ー
ム
」、
楽
し
く
わ
っ
は
っ

は
で
お
得
体
操
、
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
終
始
笑
顔
で
楽
し
み
な
が

ら
、
体
力
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
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善意銀行へ
ご協力ありがとうございます

６月１５日～７月１４日（敬称略）

匿名 １，５２２円
カトリック那珂教会 １０，０００円
野木　利三郎 １０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています

 �２２９－０３０９

� 人の動き �
那珂市の人口（７月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，５４８人 （－５）
　女　　　２８，４３５人 （－１７）
　計　　　５５，９８３人 （－２２）
世帯数　　２１，５２９世帯 （＋３）

○出生　３９人
○死亡　４９人

（６月１日～３０日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，９１９人

　（平成２５年６月末現在・

 前月比１３人減）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億９，８２６万円

　（平成２５年６月・前月比９９万円減）

※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします

� 今月の納税  �

○市県民税（普通徴収） ２期
○国民健康保険税（普通徴収） ２期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収） ２期
○介護保険料（普通徴収） ３期

納期限：９月２日

■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
�２９８－１１１１　内線１７３・１７４

　毎年、７月から９月にかけて、大雨
により用水路やため池の水位が高くな
り、場所によっては水深が１メートル
以上になる場合もあります。こうした
場所で子どもが転落すると、大事故に
つながります。
　痛ましい事故を未然に防ぐために、
子どもたちが用水路やため池で遊ばな
いようご家庭でも注意していただくと
ともに、遊んでいる場面を見かけた
ら、すぐに声かけをお願いします。
問い合わせ／

農政課農村整備グループ

�２９８－１１１１　内線２３８

　有害ごみの電池・電球・体温計（水
銀入り）については、それぞれ回収業
者が異なるため、別々に袋詰めして排
出してください。
問い合わせ／

環境課環境グループ

�２９８－１１１１　内線４４７～４４９

用水路やため池で
遊ぶと危険です

有害ごみの出し方について

�������	�
��

�������	


　東洋経済新報社が公表した２０１３
年版「住みよさランキング」で、
那珂市が全国７９０都市の中で５９位、
県内都市では４位にランクインし
ました。
　このランキングは、統計データ
を基に、安心度・利便度・快適度・
富裕度・住居水準充実度の５つの
観点から評価するものです。

�������	
���

�������	
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　７月１９日、磐城実業株式会社と
「災害時における施設利用の協力
に関する協定」を締結しました。
　この協定は、市内で災害が発生
し既存の避難所が持つ機能に不足
が生じた場合、同社の「なか健康
センター」の施設を一時避難所と
して提供したり、施設内の入浴施
設を被災者に提供するなどの協力
をしていただけることを定めてい
ます。
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●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　������������	�
����������

●メールアドレス

　��������	�
�����������

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

１日　なかむら内科・泌尿器科クリニック
 （飯田）
 �３５３－２３１０
８日　塙内科消化器科 （後台）
 �２９５－２１１０
１５日　諸岡医院 （瓜連）
 �２９６－１１２３
１６日　那珂クリニック （中台）
 �２９５－９８００
２２日　ルリア記念クリニック （中里）

�２９６－３３３３
２３日　小豆畑病院 （菅谷）
 �２９５－２６１１
２９日　瓜連慶友整形外科 （古徳）
 �２９６－１１１６

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本
部」（�２９５－２１１１）へお問い合わ
せください

９月の休日当番医

日時／９月１７日（火）１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
費用／無料
その他／同じ事案について再度の相談

はご遠慮ください。
申し込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／９月４日（水）、１１日（水）、
　　　　　１８日（水）、２５日（水）
　　　９：００～１５：００
場所／

総合保健福祉センター「ひだまり」相談室
問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（瓜連支所隣分庁舎内）

�２２９－０３０９

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

法律相談

　ご家庭などに貸し出している戸別受
信機の受信状態確認のため、試験放送
を実施しています。
放送日時／毎週日曜日　１７：００
放送内容／午後５時に流れる時報（七
　　　　　つの子）
放送が聞こえないときは／

○電源（コンセント・スイッチ）の状
態を確認してください。
○アンテナの状態を確認してくださ
い。
○受信状態が良好な場所に位置を変え
てみてください。
問い合わせ／

防災課防災グループ

�２９８－１１１１　内線４４２・４４３

　農地（田・畑）に雑草が繁茂して、
近隣の農地や生活環境に影響を及ぼす
箇所が見受けられます。ご自分の所有
または借り受けている農地は、草刈
り、耕起などを行い周囲に迷惑をかけ
ないよう、適正な管理をお願いします。
問い合わせ／

農業委員会事務局

�２９８－１１１１　内線２４０

防災行政無線戸別受信機の
試験放送の実施

広報「なか」、市ホームページ等に掲載することができます。
お気軽にご相談ください。
料　金■広報「なか」　　　　　　半枠１ヵ月10,000円～
　　　　市ホームページバナー　　１枠１ヵ月10,000円
対　象■市内および近隣市町村に住所または事業所もしくは
　　　　店舗等を有するかた（政治・宗教・風俗営業等を除く）
掲載２ヵ月前までにご相談下さい【空き状況・詳細はお問合せ下さい】
問い合わせ■行財政改革推進室 ☎298－1111　内線572

市では、市内事業者のみなさま等の
広告を募集しています広告を募集しています広告募集広 募集

心配ごと相談

農地の適正な管理について
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☆『夏休み課題図書』
　児童書新刊コーナー（１番書架）に配
架しています。
※貸出期間は１週間、１人１冊まで
☆『マンガでわかる！身近なギモン！』
　人気の学習マンガ「ドラえもんシリー
ズ」、「科学漫画サバイバルシリーズ」、「名
探偵コナンシリーズ」、「こちら葛飾区亀
有公園前派出所両さんシリーズ」、「学研
マンガでよくわかるシリーズ（～のひみ
つ）」をまとめました。
※場所は、児童書架、自動貸出機の後ろ
　壁際の書架左です

��������	
����

【一般】

『親の家を片づける』／主婦の友社 編
『ネット選挙』／西田亮介 著
『あしあと動物園』／小宮輝之 著
『家族写真』／荻原浩 著
『グランドマンション』／折原一 著
『聖なる怠け者の冒険』／森見登美彦 著

【ヤングアダルト】

『明日は、どうしてくるの？』／
栗田亘 著

『学校では教えてくれない人生を変え
る音楽』／雨宮処凛・池谷裕二他２４名 著
『チャーメインと魔法の家』／

ダイアナ・ウィン・ジョーンズ 作

������

■コメント
　大きく切ることで、少ない調味料で味がな
じみます。ヨーグルトを入れることで、カロ
リーが抑えられます。焼かずにそのままホッ
トサラダとしても召し上がれます。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

鹿島（こども食部会）

樫村はるみさん

■作り方
①じゃがいもと人参は太めの拍子木切りに、茹でて水分を切っておく。
②アスパラガスは、４cmくらいに切る。しめじはいしづきを切ってほぐ
し、鍋でさっと茹でる。ウインナーも茹でて３つくらいに切る。

③玉ねぎは半分に切り芯を取り、くし形に切りレンジで蒸す。
④ボウルにＡの調味料をいれマヨネーズソースを作る。
⑤①～③を④のマヨネーズソースにいれ、ざっくり混ぜてグラタン皿に移
し、トースターで８～１０分位焼き、チーズが溶けて少し焦げ目がつけば
出来上がり。

■材料（２人分）
じゃがいも ……………………２個
人参 …………………………… ８０g
アスパラガス ……………２～３本
玉ねぎ ……………………… １２０g
ウインナー ……………………４本
しめじ ………………………… ３０g

マヨネーズ ………………大さじ２
ヨーグルト ………………大さじ２
マスタード ……………………適量
塩・こしょう ………………各適量
スライスチーズ ………………３枚

■１人分４１１kcal／塩分２．２g

ホットサラダグラタン
ヘルスメイトさんが作る健康料理�

�������	
����������	
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【児童書】

『仕事発見！』／毎日新聞社 著
『夏っ飛び！』／横山充男 作
『かあちゃん取扱説明書』／

いとうみく 作
『きょうのえほん』／

いもとようこ 作・絵
『カラスのスッカラ』／

猫野ぺすか　絵・石津ちひろ 作
『あるひぼくはかみさまと』／

キティ・クローザー 作

　図書資料の点検を行うため、９月２３日
（月）から１０月４日（金）までは休館とな
ります。
※休館中の本の返却はブックポストへ、
CD/ DVDは図書特別整理期間終了後
に図書館内カウンターでの返却をお願
いします

�
��
�
��

Ａ

１日・１５日
　午後２時～
１９日
　午前１０時３０分～

土金木水火月日
７６５４３２１
１４１３１２１１１０９８
２１２０１９１８１７１６１５
２８２７２６２５２４２３２２

３０２９

休館日

　おはなし会
�������	

��
September
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を
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【短　歌】那珂短歌会　片岡明選
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